
青森県の状況  

人口   人口：1，467，232人   

（H18．2．1現在）  高齢者人口：327，857人（22．35 ％）   

要介護認定率   18．6％ （H19．1月）  

＊介護保険事業状況報告より   

第1号被保険者保険料  4，781円（H18～20年度）   

県平均（加重平均）   ＊全国3位（全国平均4，090円   

地域包括支援センター   21市町村 31箇所   
設置状況   直営：16市町村16箇所  

委託：5市町村 25箇所  

＊19年4月には全市町村（40）で設置   
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介＃予賄の幕旛状況について  

高齢者人U．Hld．I2．1研在 Id 334，261人  22．96％   

基本すエソウ1．ノユト実施者軒  【）〉   70．550人  21．＝％地∂ 

要巷磯筋評伝の費診音数  c   65．370人  ■9．56％くじき】   

持寄葛ポ昔條禰青野  di   1，了う8人   0．5りら：ニd′a 

持守葛ポ巻数  e 1．127人   0．34％く¢．a   

適所聖・訪問警介護予防事＃参斑壱紗 fI   132人  11．71％（f・8  

■、いて1㌣㍗1：ノj．1り卜牒轟「周喜  

一＝－＝●＝■▲い′．l．◆‥  ‾、、  

く課題〉  

ヰ チェックリスト実施者が少ない→2■．11％  

皆 基本健診ルートのみによる特定高齢者の把握が多い  

・：、－吾 特定高齢者に決定されても介護予防事業への参加が少ない→11．71％  

開 始 時 朋   平成19年1月  

12市町札′40市町村  

実施市町村教  

＊⑩年度は、29聯那寸で実施予定  

耳1県薬剤師会から事業提案  

若布町村へのアンケート調査  

・事業案を提示しての実餞君向等調査  

実施までの経緯   きマニュアルの作成及び通矢［  

凍原藁靴肇会による薬毒への事業忍矢口  

圭2‥：iは県粟那市長と打ち合わせ空しな力1ら県で雲騙  

4は将賽剤師表で業病  
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市珊に対するアンケート中土  

1．実施時期  平成19年10月  

一事事業の実施希肇年度   

登美施し馴1理由  

＊■＃雫の攫示 Eフローチャート ②対馬方法  

③対象書 等について璽を擢示  
2．オi内容  

②実施方法や情報提供内容の追加・ば正箇所 専  

実施希望年度  今年度から  ⑯年度  看取以外  針  市町村叡  13  17  10  40   

お情報提供の対象者壱絞って欲しい 哨定高齢者の候補者のみ 等）   

②薬局への固害内脅の検討（結果は全て欲しいが簗局への回答は特定高齢者のみに 等）   

豊介護揮定、鐘診受診状況の確脛   

釜今年度から惰報提供を希壬い凱咽由〔地域包括支援センター未設置・マンパワー不足等）  

4．市町村書籍等  

「劃抑脚嘲膵棚珊私刑輪  
＊嘱無地師会が実施  

時賊叡   4時間   

鑑■ホ介書まちかど相戦藁鳥事業、地域支援事業の戦雲．ケアマネジメントの理解と藁  

剤師の闘わりについて  
研修プログラム  

②介護保険制虔・介攣虎換サービスの基礎理鼠特定高齢壱把握事紺こついて  

③地域包括支援センターの役割と藁筒との遭携  

④漢音憎鰹   

⑥凛＃だけでなく、演習を取り入れている  

持徴  
②簡単な抗色㈹陸の実施とレポートの提出を無精つけ   

その他   鰻陳介強まらかど柏餅薬毒叡：260軒（れ内憂奇数：500軒） 碩重刑値より   
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手軸古色lL■7手エサケlこついて  

一槻■■珊■に《什軋■■か喝戚州H劃■鋼－  

t■令書靡ちかと柳   

′l満機能の低下が】硬われる人  

1   

毒草チェン・ソ」スー  市町村キラ正曾  

■■11、  

＼、‾T 【  ■一  
事け†重■甥一た李斐17ていない曹  

T、ト吉己（一りいず†一Lかに靂嚢当  

！僧寮ホ■姦智の條手I篭  

之′各積輔全て‾ぐ、1J貫目じとl 

級毒毒  
32†へ′25でク墳白山と扱当  

纂■t轟静暮  ▼  
三溝槻酔の低下  
なし  

単五写勧奨－遠耳での賽相場  

制の整庫  

ぼ
L
 
 

ニノ  
ト十且串  

J  

†tモヾ伸lい  
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ク
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エ
 
 

チ
 
 

∴
■
■
■
■
■
l
 
 

スト他薦l■に‡己戴さrlだ4圭所のモ■嘘克当   

酬ンサー  

＜情報握偶及び編集連絡の目的＞   

（壬）特定高齢者の候補者となる恐れのある高齢者を早期  

に発見すること   

②地域包括支援センターや介護予防についての普及啓発  

の機会とすると   

③基本健康診査の受診勧奨の機会とすること   

④地域包括支援センターと薬局のネットワークづ＜りの  

機会とすること  

＊結果連結については対応結果が大きな問題ではな  

く、これを一つの機会としてネットワークづくり  
連携の強化を図ることが目的である  
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曝坑1‘■人妃■帽）  

… 暮書手‡誹り  こ纏童謡藻㌢  

ld 5 ら 丁  抜人の薔毒肪ねてし＼ます乃、 書族や友人の伯隷にの）てい注すわ、   ■除き李すりや饗きつたれらすに■ってい＃すか   ■子にきったt人■lカーら何もつかまらすに正巧上かtっていまTカー   
8 9  15ウオtロi■l丁てサいていますか   この1年t■Ll五んに亡亡がありますけ   

0  も触に対する不架け大さtIてす．ケ  

67月間で2へ3旭山上のq：t減少フツありましだ打   

12  ▲           ■             三     ●  

†BMl（‾体■（l■1 ヰ■   

13  半周＝打に比へて凪いちの乃1比べにく＜なり諾し疋か   

ll■  

；15  
＝5  爛に1皿以上lヨ、外出していますけ   

1／  昨『こ比べて外七山（r：喝脚乃Iltってい覆す一ウ   

r百  嘲りの人押虻．■いつも同じ事誉¶く」覆との印忘巾〝ある亡古】   
＝や  
之0   

21  しここ2書閻）鴫白の生名仁九稟■／yない  

、ヒが凛し崩 1  

！23  

け4   

く■；J■▼墳＞  

・・していますか」l乃■同ですIl   

l研帽の行動をt縫し諾す．   

ご 島織lしない」、あるいrJll才亡んどしない上場き！さlいL■亀」亡します  

r凱〉鶉闇自115リ帆研けて歩k＼ていまブ杜⊥  

㊥参りるかとうけの■間では尊く．「t蹄．すいている∬とう丹ノの■咽てす。  

ですから、15分場りても、白l費15分位争いていないt■さ時．1いいぇ」亡なり才す  

★ 命取り及び1虚丁く包括女檀センターし、疇1鋸針賀す壬ことに範月しま曹′    NO   

｝俺  l干  l⇒  lう  
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ミ1）本人同意のもと、チェックリストの実施を勧める。  

（2）自胡己載してもらったものを、以下の事項について確認後、本人同素を得て地域副誠撞   

センターにFAXで情報を提供する。  

a当該年度の基本健診受診状況  

b．要介護認定の状況  

c．チェックリストの記載について、21～25の頃日では「ここ2週間」として捉え  

た机「している机で記載したか  

㊦FAX送付する場合は、様式1「基本チェックt」スト」と様式2「特定高齢者の候補者把   

矧こおける弼からの情報提供について（薬局一地域割舌支援センター）」の2枚を送信す   

る。この時、情報提供者に粥を付し同意欄のNOに記載する。  

キーFAX送信する場合は、個人情報を含むことから、必ず送信前に相手方を確凱′た上で送   

信する。（電矧こて事前に送信する旨連結の上、送信する）  

5）藤崎耶：ついては、地域副義支援センター未設置であることから、福祉課あて送信する。  

各情報提供者の番号管阻喪局で実施する。   

＊番郎「年一朋・紹憎局のそのBの紹憎号」とする  

例）2007年1月20臥別の紹梢  

「070120ぺ1」（8桁）  

l‡〉婁相裾受矧こついては、健診の帽性の椚と受診勧奨を案断る。矧こ、医療機   

関に通院している人の中には、通院しているため健診受診の媚性はないと戟ている人   

も多いことから、通院している齢であっても、市耶で細している糾僻を受折   

るよう勧める。（碁相診の葉脈法、葉柄期については、各珊村に耶酬帽）  

し自．1チェックリストの記載状況によっては、すぐに専門医（うつ等）の耶を勧奨したり、地   

舶括重靴ンターヘの相談を勧める等職種を生かした舶を実施する。  

酎柑摘支積センター仰護予防についての敵背発の機会として芸汰積極的にPRに   

努める。  
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I■メL2   

醐旬側にれけ翳■員からの■酬について  

l受電 L）鮎：強召抜支頒センター）  

⊥血嘩ヱ之空二〉鮎〈△さ」w【⊥  

邑掛  （FAX  

年   月  日＿ ■醍様において覇本チエブクリストを軍癒してい疋だきました   

J（つ  の乃rつき讃して、榛当璃日がありましたのでl凱隠介させていただモ才  

な一つ、l■報欝供にあノニンて一誌、こ本人の呵傭頂■lております  

く韻彗j長日＞  

1 舞鶴事ヰ 1＼汽   

P一 きお峨際、6人いコ  

3一 驚書菰1仁11八12ノ  

4、口軽l最i露：13、15  

5．間しこモノり、t6｛－17  

6．饗和1董 IU、2r1  

7 うつノ1－25  

■」‥  
1 夢ネ疇！拓／滑よ宰軒項  

2 他It譲枯支七■センターの堤n  

3．その他  

智
 
■
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↓
 
↓
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2．地錬包括支援センターの対応  

性情報提供された人については、対鵬果を記載した様式3「特定高齢者の候補者把握にお   

ける薬局からの情報提供について（地舶括支援センター一葉局〕送信票」を、情艶提供   

薬局に送信する。  

②矧凱＼ら情報提供の事前連結があった場合、職員の誰も爛麻できるよう互いに事業内容   

を理解し硝化を因っておく。  

思個人情報の管矧こは十分綿する。  

舟情報提供された人については、電話や訪問等により状況を確認し、必要に応じて基本健詔   

の受診勧奨や市郎すで実凱ノている介護予防事業等への参加を勧める。  

る1牒果連結の時、氏名は記載せず情報提供された時に付されていた番号を記凱′て送信する。  

愚提供された人の情報の活耶法について乱それぞれの市町村で検討する。  
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・■；∴  

縛走榔…春機に訊け醐か棚偶について  

IY－‘戎；つ、書い封㌣ンタw・＝う j鋸  

■  ll l∴ し  

±L  一  

ム†  j電て考   

トて烏1  

‘ 冨こ．－ 三i－ ■■：二  

㍗湾和一＞環状京子孝頒   

ゝぞ∴照  

・′t    身 ′■√ノ｝一丁 ■1－ilJ  

と （－√  

ニュこパー】 ●J轟ナ †‘   

－を√糸食感一 秒 ◆ 
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